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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　また、電極に誘電体膜を被覆した弾性表面波素子が提案されている。例えば、特許文献
１は、図１３に示す弾性表面波素子９４０を開示している。図１３は、弾性表面波素子９
４０を透過的に描いた上面図およびそのＡ－Ａ´線に沿った断面図である。弾性表面波素
子９４０は、圧電基板９４１に第１の誘電体膜９４４を被覆し、第１の誘電体膜９４４上
に、２対のＩＤＴ電極９４２を配置し、さらに、第１の誘電体膜９４４およびＩＤＴ電極
９４２を、耐湿性を有する第２の誘電体膜９４５で被覆して形成される。これにより、Ｉ
ＤＴ電極９４２の湿気による腐食を防止している。
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